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今月号は，情報化施工，ICT技術，
自動化・ロボット化，自動制御を特集
しました。今や，これらの技術は建
設施工や建設機械において一般化さ
れた技術となりつつあり，他の特集号
においても，これらの技術を活用した
事例の報文が多く掲載されています。
そのため，本号ではこれらの新技
術の部分に焦点を当て紹介するよう
心掛けました。また，関連して現在注
目されている災害対応の取組みにつ
いても施工事例を含み紹介しました。
巻頭言は，建設業は徹底的にロ
ボット化に取組むべきであるとの考
えをお持ちの，公益財団法人リバー
フロント研究所の竹村公太郎代表理
事にお願いしました。その中で，「日
本社会では，私たちの労働を引き受
けるロボットたちが次々と誕生して
いく。日本人と限りなく良い関係を
築いてきたこのロボットたちが，未
来の日本人を支えてくれる。」と述
べられています。
昨今の日本においては，建設施工
に関係する技術者は施工管理や建設
重機に関する知識にとどまらず，
ICT 技術など他業界の技術やその
活用についての識見を持ち，建設施
工や建設機械に組入れて情報化施工

や自動化などの機能向上を目指すこ
とに奮闘しています。
また，同時に施工で得られる情報
を現場で実務にたずさわる技術者の
判断の高度化に利用する取組みや，
工事記録として保管する取組みも実
施されるようになってきました。
このような取組みは，製造業では
以前から当たり前のように行われ，品
質の維持・向上や作業の効率化・合
理化を進めるために重要な役割を果
たしてきましたが，建設業において
は，やっと本格的に取組むようになっ
てきたという段階かと思っています。
今後，建設業界でこのような取組
みが更に広範囲で積極的に進み，生
産システムとして機能するようにな
れば，厳しい自然環境と社会条件の
中で行われる建設現場も，従事する
誰もが施工を楽しみながらプライド
を持って働くことができる魅力ある
職場に変貌し，建設業の若者離れに
も歯止めがかかるのではないかと考
えています。
そして，そこには建設施工を支え
る多くのロボットたちの活躍がある
はずです。
最後になりましたが，お忙しいな
か快く執筆を引き受けていただきま
した執筆者の皆様に，心から御礼申
し上げます。
� （篠原・野元）

12 月号「建設施工の地球温暖化対策，環境対策特集」予告
・建設施工に係る地球温暖化対策
・建設機械の排出ガス規制
・工事現場におけるCO2 削減量の見える化（環境家計簿）の取組
・‌�マイニング市場の動向と機械の電動化…
　マイニング用トロリー式ダンプトラックと電動式油圧ショベル

・大規模盛土工事にバイオディーゼル燃料B100 を使用
・低炭素施工システム“TO-MINICA”　2020 年に 1990 年比 40％削減を目指して
・低炭素型のコンクリート「クリーンクリート」の各種構造物への適用
・遮熱性舗装・パーフェクトクールの開発
・天然由来の重金属を含むトンネル掘削土の環境対策
・‌�排ガス長期規制適合機に対する燃料・オイルについての問題・注意…
　2011 年および 2014 年排ガス規制対応

・‌�スクラビング・フローテーションを用いた土壌洗浄法による放射性物質汚染土壌の効率的な浄
化と減容化

・油圧ハンマにおける打撃音低減の試み
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